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シェアサイクル事業の検討状況 

 

１ これまでの経過 

 

（１）第２次ちがさき自転車プランへの位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）シェアサイクル専門部会での検討 

平成２７年度に、第２次ちがさき自転車プラン推進連絡協議会シェアサイクル専門部

会を設置し、関係者と協働で、茅ヶ崎らしいシェアサイクルについて研究を行いました。 

 

（３）「茅ヶ崎市のシェアサイクル推進に係る基本的な考え方」の策定 

（２）及び第２次ちがさき自転車プラン推進連絡協議会、有有識者などの意見をふま

え、策定しました。 

ここでは、関係者との協働によって「人と魅力ある資源を自転車でつなぎ、特別な時

間を提供すること」と、主な利用対象者と想定され且つ高い質を求める２０～４０代の

女性のニーズを満たす事業展開を行うことなどが示されたほか、具体的な事業について

も位置付けられました。 

 

  

平成２８年度第２回ちがさき自転車プラン推進委員会 

資料１ 

平成２８年度第２回ちがさき自転車プラン推進委員会 

資料１ 

平成２８年度第２回ちがさき自転車プラン推進委員会 

資料２－２ 

 

表「自転車をシェアするシステムの検討・実施」の推進に関するスケジュール 



2 

 

２ シェアサイクルに係る取り組みの進捗状況 

 

（１）貸出情報の一元化にむけた取り組み 

「いま借りられる自転車が、どこに、何台あるのか」を web上で確認できるシステムの

導入を目指し、茅ヶ崎市商店会連合会、茅ヶ崎市観光協会、市、関係者が協働で取り組

みます。各々の主体が、独自にレンタサイクルを運営しますが、利用者からは一体的に

みえる利便性の高いシステムの構築を行います。（平成２８年１１月１６日時点） 

  

→ 

 

 

 

（２）自転車観光回遊コースの作成 

レンタサイクルとともに、「茅ヶ崎での自転車の楽しみ方」を提供するため、自転車観

光回遊コースをつくります。（平成２８年１１月１６日時点） 

 

→ 

 

 

（３）ブランドコンセプトづくり 

自転車観光回遊コースの作成や、シェアサイクルのＰＲを進めるため、ブランドコン

セプトを設定し、目的達成までのシナリオを検討します。（平成２８年１１月１６日時点） 

 

 → 

 

 

（４）レンタサイクル貸出場所拡大に向けた検討 

ニーズをくみ取りながら、レンタサイクル貸出場所拡大及び予約制導入にむけた検討

を行います。（平成２８年１１月１６日時点） 

 

 → 

 

 

 

  

３月下旬に、茅ヶ崎市商店会連合会及び茅ヶ崎市観光協会のレンタサイクル（計

４０台）に取付け開始。３月末～４月上旬から、インターネット上で、貸出情報

をリアルタイムで公開する予定です。 

（３）事業コンセプト設定が確定次第、モデルコース及びマップの作成を行いま

す。平成２９年度に実施予定です。 

基礎調査が終了。これをもとに、コンセプトを設定し、「基本的な考え方」にた

どり着くまでの、事業展開のロードマップを決定します。 

現状のしくみの利用促進をさらにすすめたうえで、ニーズをくみ取りながら、順

次実施します。 
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３ 事業展開のながれ 

 

調査                          貸出情報一元化 

 「自転車のまち茅ヶ崎」の強みや、イメージ、自転車の

魅力などを調査し、本市らしいシェアサイクル事業を展開

していくうえでの基礎調査を実施する。 

 ↓ 

ブランドコンセプトづくり 

「自転車のまち茅ヶ崎」ブランドの確立と、一環した事

業展開によってイメージアップと地域振興、そして自転車

利用の促進を図るため、シェアサイクル事業の軸となるブ

ランドコンセプトを作成する。 

 ↓                            ↓ 

各事業への反映 

平成２９年度の取り組み予定 

・コンセプトの確定と、シェアサイクル事業展開のロードマップ完成。 

 ・コンセプトをもとに、自転車観光回遊コースの作成、ブランドロゴの作成を開始。 

 

 

Ｗｅｂ上で、レンタサイ

クルの貸出情報をリア

ルタイムで見られるシ

ステムを整え、利便性を

向上させる。 

また、移動経路等の情報

を収集する。 
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４ ブランドコンセプトの方向性と検討フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資源／スポット】 

・「えぼし岩」「桑田佳祐の生誕地」 

・「海」「サザンビーチ」「里山公園」「烏帽子岩」 

・市内の人は「浜降祭」などの祭事、市外の人は「海の幸」 

・やりたいこと： 

「海の風を感じながらのサイクリング」 

「雑貨屋やカフェ、パン屋などの個店めぐり」 

 

 

【自転車関連の特性】 

・自転車の魅力：「目的地まで気軽に行けるところ」 

・レンタサイクルは「乗り捨て型」を要望。 

・欲しいサービス：「スタンプラリー」が最多で 77％、次いで「初

めての人はレンタサイクル無料貸し出し」が 51％。 

・どんなふうに乗りたいは「リラックスして（のんびり運転、普段

着でなど）」が 70％と非常に多い。次に食べ歩きスタイル。 

・自転車のタイプは「普通」あるいは「電動付き」、市民は「ビー

チクルーズ」などの非日常的なタイプ。 

・茅ヶ崎レンタサイクルの認知度が高くない。 

【イメージ】 

・「温暖な気候で住みやすい」 

・「自由な」「明るい」「ゆったりした」 

・「街や海がきれいなこと」「のんびり穏やかに過ごせること」 

・市内の人：「家族と穏やかに楽しく」 

・市外の人：「夫婦恋人と穏やかに楽しく」 

・「海」、サザンオールスターズ」「湘南」 

・「夏」「海」「活発」 

・「海岸」「夏」「海」「波」「風」 

 
メディアのイメージ 

機能ベネフィット/ 

機能属性 

情緒 

ベネフィット 

提供 

価値 

― リラックスできる 

― 穏やか、ゆったりとした 

― 心も身体も健康になれる 

・界隈性と自然のバランスが良い 

・住み遊びやすい 

------------------------------------- 

［資源］  「えぼし岩」、「桑田佳祐生誕地」、 

「サザンビーチ」、「里山公園」、自転車利用

率高、「海の風を感じながらのサイクリング」 

ハワイと姉妹都市、「個店めぐり」 

［環境］温暖、海、平坦、自然 

統一的なデザイン作成（ロゴ、

自転車、広報ツール）  など 

・食、アクティビティ、プロダ

クト、景色を組み合わせたモデ

ルコースマップ 

・提携店舗とのメニュー開発や

提携マーク（フラッグなど）掲

出   など 

 

乗り捨てサービス、海岸線のサ

イクルロードとサイクルステー

ション等の整備   など 

 
「                                」 

 
「                                」 

コンセプト 

スローガン 

 

サービス・事業 

 

プロモーション 

 

デザイン 

（例） （例） （例） 

コンセプトを具現化した事業を展開する  

調査結果 調査結果 調査結果 

検討中。たたき台作成後、関係者等と協議。 
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